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ハローワークのマッチング機能に関する業務の評価・改善  

の取組について  

 

   

全国の公共職 業安 定所（ハ ローワー ク）にお いては 、これまでもＰ Ｄ

ＣＡサイクル によ る目標管理等 によ り業務改善を 進め 、マッチン グ機能

の強化を図っ てき たところで す が、 平成 27 年度から はこれを抜本 的に

拡充し、新た に、  

①  ＰＤＣＡ サイ クルによる目 標管 理及び業務改 善の 推進  

②  ハローワ ーク のマッチング 機能 に関する業務 の総 合評価の実施  

及び公表によ る自 発的な業務改 善  

③  全国的な 業務 改善に向けた 取組 の強化  

を一体的に実 施す ることとし て いま す（別添１参 照）。  

 

このことを踏 まえ 、福井労働 局にお いては、就 職件数 や充足件数等 に

係る目標値を 別添 ２のとおり設 定し 、その目標 達成に 向けた取組内 容等

について労働 局ホ ームページに 掲載 いたしました 。  

 

福井労働局及 び各 ハローワーク では 、この 目 標の達成 に向けて取り 組

んでいくほか 、中 長期的な業務 の質 の向上や継続 的な 業務改善を図 ると

ともに、成 果や評 価結果、業 務改善 の状況等につ いて 利用者にわか りや

すく公表する こと により、ハ ローワ ークに対する 信頼 感の向上に努 める

こととしてい ます 。  

福 井 労 働 局 発 表 

平 成 2 7 年 5 月 1 日

（ 金 ）  

【 照 会 先 】  

福 井 労 働 局 職 業 安 定 部 職 業 安 定 課  

  課  長      毛 利  告  

課 長 補 佐     森 下  歩  

   地 方 職 業 指 導 官  本 田  忠 生  

  電 話 0 77 6- 26 -8 609（ 内 線  52 02）  

福井労働局  
厚生労働省  
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務
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価
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善
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•
現
行
の
取
組
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Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

目
標
管
理
）
を
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充
し
、
業
務
の
質
の
指

標
を
追
加
。

 
•
地
域
の
雇
用
の
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題
を
踏
ま
え
重
点
と

す
る
業
務
に
関
す
る
指
標
を
追
加
。
 
 

•
中
長
期
的
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就
職
支
援
の
強
化
の
た
め
、
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員
の
資
質
向
上
や
継
続
的
な
業
務
改

善
の
取
組
を
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進
。

 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

 
目
標
管
理
・
業
務
改
善
の
拡
充

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能

の
総
合
評
価
・
利
用
者
へ
の
公
表

 

評
価
結
果
等
に
基
づ
く
 

全
国
的
な
業
務
改
善

 

•
業
務
の
成
果
や
目
標
達
成
状
況
等
を
定

期
的
に
公
表

 

 
→
主
要
指
標
の
実
績
を
毎
月
、
年
度
後
半
の

取
組
強
化
の
た
め
の
分
析
を
年
度
央
に
、

総
合
評
価
を
年
度
終
了
後
に
公
表

 
 •
業
務
の
成
果
や
質
、
職
員
の
資
質
向

上
・
業
務
改
善
の
取
組
等
の
実
施
状
況

を
も
と
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
総
合
評
価
を

実
施
。

 

 
→
労
働
市
場
の
状
況
や
業
務
量
が
同
程
度
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の

中
で
比
較
し
評
価

 
 
 

 
•
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ご
と
に
実
績
・
総
合
評
価
及

び
業
務
改
善
の
取
組
等
を
ま
と
め
、
労
働

局
が
公
表
。

 
    

 

重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
事
項
、
業

務
改
善
を
図
っ
た
事
項
、
業
務
改

善
が
必
要
な
事
項
、
総
合
評
価
、

基
本
統
計
デ
ー
タ
、
指
標
ご
と
の

実
績
及
び
目
標
達
成
状
況
な
ど

を
公
表

 

•
評
価
結
果
等
を
も
と
に
本
省
・
労
働
局
に

よ
る
重
点
指
導
や
好
事
例
の
全
国
展
開

等
を
実
施
。

 

 

①
評
価
結
果
等
を
も
と
に
労
働
局
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
対
す
る
問
題
状
況
の
改

善
指
導

 
 ②
改
善
計
画
を
作
成
、
本
省
・
労
働
局
が

重
点
指
導
（
評
価
期
間
終
了
後
） 

 
 

 
③
好
事
例
は
全
国
展
開
（
評
価
期
間
終

了
後
）
 

 
労
働
市
場
の
状
況
や
業
務
量
が
同
程

度
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
交
流
会
も
開

催
 

 

短 期 的 な 成 果 の 向 上 だ け で な く  

中 長 期 的 な 業 務 の 質 向 上 ・ 業 務 改 善 を 図 り  

就 職 支 援 を 強 化  

主
要
業
務

 
の
成
果
の
向
上

 

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上

 
地
域
の
課
題
へ
の
対
応

 

職
員
の
資
質
向
上
の
取
組

 

継
続
的
な
業
務
改
善
の
取
組
等

 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
従
来
の
目
標
管
理
・
業
務
改
善
の
拡
充
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
に
関
す
る
業
務
の

総
合
評
価
、
評
価
結
果
等
に
基
づ
く
全
国
的
な
業
務
改
善
を
、
平
成

2
7
年
度
か
ら
一
体
的
に
実
施
。
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総
合
評
価
の
構
成
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
総
合
評
価
は
、
全
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
共
通
す
る
指
標
に
よ
る
評
価
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ご

と
に
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま
え
重
点
的
に
取
り
組
む
業
務
や
継
続
的
な
業
務
改
善
等
に
関
す
る
評
価
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
実
施
。
 

（
１
）
所
重
点
指
標
に
よ
る
評
価

 
 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
に
関
す
る
重
要
業
務
の
う
ち
、

地
域
の
雇
用
に
関
す
る
課
題
等
を
踏
ま
え
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ご
と
に
重

点
と
し
て
取
り
組
む
業
務
に
関
す
る
指
標
に
基
づ
く評
価

 
○

 
障
害
者
の
就
職
件
数

 
○

 
正
社
員
求
人
数

 
○

 
生
活
保
護
受
給
者
等
の
就
職
件
数

 
な
ど

 

（
１
）
主
要
指
標
に
よ
る
評
価

 
 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
特

に
中
核
業
務
の
成
果
を
測
定
す
る
指
標
に
基
づ
く
評
価

 
 ○

 
就
職
件
数

 
○

 
求
人
充
足
件
数

 
○

 
雇
用
保
険
受
給
者
の
早
期
再
就
職
件
数

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ご
と
の
重
点
的
な
取
組
の
評
価

 
（
所
重
点
指
標
・
所
重
点
項
目
）
 

総
合
評
価
を
実
施

 

 （
２
）
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指
標
に
よ
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評
価

 
 
ハ
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ー
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ー
ク
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ン
グ
機
能
に
関
す
る
業
務
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質
を
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定
す
る
指
標
に
基
づ
く
評
価

 
 ○

 
満
足
度
調
査

 
○
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率

 
 

（
２
）
所
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目
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対
す
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チ
ン
グ
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上
の
た
め
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、
職
員
の
資

質
向
上
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取
組
や
継
続
的
な
業
務
改
善
の
取
組
等
の
実
施

状
況
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評
価

 
○
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員
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問
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実
施

 
○
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者
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制
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施

 
○

 
職
員
に
よ
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な
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ャ
リ
ア
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コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
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修
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受
講

 
○

 
好
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し
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改
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施

 
な
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全
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ー
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ー
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で
共
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所
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指
標
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※
所
重
点
指
標
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、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ご
と
に
、

評
価
対
象
と
す
る
業
務
・取
組
を
選
択
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 福井労働局における平成２７年度マッチング機能の
総合評価に係る目標設定等 

マッチング機能に関する業務目標（主要指標） 

○ 「①就職件数」とは、「公共職業安定所の職業紹介により常用就職した件数」のこと。 
○ 「②充足件数」とは、「公共職業安定所の常用求人（受理地ベース）の充足件数」のこと。 
○ 「③雇用保険受給者の早期再就職件数」とは、「基本手当の支給残日数を所定給付日数の３分の２以上残し  
 て早期に再就職する件数」のこと。 

  局計 福井所 武生所 大野所 三国所 敦賀所 小浜所 

①就職件数 17,127  7,000  4,128  1,338  1,798  1,788  1,075  

②充足件数 17,056  7,670  3,730  1,130  1,826  1,690  1,010  

③雇用保険受給者
の早期再就職件数 4,004  1,555  1,010  347  495  347  250  

 上記主要指標のほか、マッチング業務の質を測定する指標（満足度調査 等）や、地域の課題を踏まえ、
特に重点的に推進し成果をあげる必要がある業務としてハローワーク毎に選定する指標（生活保護受給者
等の就職件数 等）等についても、それぞれ目標を設定（別添参照）し、その達成に向けて取り組む。 

①就職件数 
 
 

   17,127 

 担当者制によるマッチングの実施 
 求職者が減少傾向の中、緊要度の高い求職者に対して、職種ごとに担当者を定め、
担当者制によるマッチングを実施することにより早期再就職を促進する。 
 面接が苦手な求職者に対する履歴書等の添削や模擬面接の実施 
 正社員を希望しているものの、面接に不安を抱いている求職者も多いことから、履
歴書の添削や模擬面接を積極的に実施することにより就職促進を図る。 

②充足件数 
 
 
          17,056 
 

 早期求人充足のための求人充足会議の積極的な開催 
 正社員求人、開拓求人、人手不足職種求人（福祉関係、建設関係）について、求
人充足に向けての求人部門と求職部門の合同会議を行い、求人票には記載されて
いない事業所の情報の伝達や、求職者が応募しやすい求人とするための求人条件
緩和指導の検討を行い、早期求人充足に努める。 
 また、求人条件緩和指導に応じた求人事業所については、ハローワークにおいて
管理選考（ミニ面接会）を行い求人の早期充足を図る。 

③雇用保険受給者の早
期再就職件数 
 

     4,004 

 雇用保険受給者への早期情報提供及び相談 
 雇用保険受給者に対し、受給資格決定時から初回認定日までに求人情報を提供
し、初回認定日に来所した際に職業相談を行うことにより、早期再就職促進を図る。 
 雇用保険受給者の早期再就職促進セミナーの実施 
 早期再就職のメリット、応募書類の作成の仕方、参加者に応じた求人情報の提供
などの内容のセミナーを実施し、就職意欲の喚起を図る。 

目標達成に向けた具体的な取組内容 

別添２ 
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 業務目標（主要指標以外） 

マッチング業務の質を測定する指標【補助指標】 

地域の課題を踏まえ、特に重点的に推進し成果を挙げる必要がある業務に係る指標
（公共職業安定所が特に重点を置く項目として選択するもの）【所重点指標】 

項   目 労働局目標値 

求人者向け調査における満足度   90％以上 

求職者向け調査における満足度   90％以上  

公共職業安定所の紹介件数に対する就職件数（常用）の割合 
（紹介成功率） 

  27.0%以上 

項   目 労働局目標値 

生活保護受給者等の就職件数    190件 

障害者の就職件数    842件 

学卒ジョブサポーターの支援によって正社員として就職した件数   1,722件 

公共職業安定所の職業紹介により正規雇用に結びついたフリーター
等の件数 

  2,798件 

公的職業訓練の修了３ヶ月後の就職件数    192件 

マザーズハローワークにおいて、担当者制により就職支援した重点支
援対象者の就職率 

   87.5％ 

正社員求人数   31,395件 

正社員就職件数   8,283件 

介護・看護・保育分野に就職した件数   2,100件 

建設分野に就職した件数    710件 

新規高卒者の就職内定率    99.2％ 

障害者のチーム支援による就職件数    216件 

※ 公的職業訓練の修了３ヶ月後の就職件数は、平成27年4～9月末訓練終了コースまでの数値 
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